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一歩進んだ総合内科医を目指しませんか？

　新専門医制度が始まり、ほとんどの医師が専門医を目指すようになりました。総合内科医を目指して、幅
広い診療をしたい、患者さんに寄り添った診療をしたい、地域に根付いた診療をしたい、へき地や離島での
医療をしていきたい……。そう考える方は多いと思いますが、一方で、総合内科医のアイデンティティって
なに？専門性がなくて将来大丈夫？研究をしたいけれど、総合内科で何ができる？若いうちから地域だけで
診療していて心配はないの？……、と多くの不安も感じていると思います。

　当科は専門医プログラムとして、
　総合診療専門研修プログラム
　内科専門研修プログラム
　家庭医療後期研修プログラム（平成 29 年までに初期研修を修了した医師が対象）
　の 3 つのプログラムを用意しています。

　これから専門医を目指す方も東京医科大学総合診療医学分野の社会人大学院生として、専門医を目指すの
と同時に社会人大学院生として博士（医学）もねらえます。もちろん、すでに後期研修を修了した方の入学
も歓迎します。医学教育、プロフェッショナリズム、臨床疫学、臨床倫理といった研究・発信を行います。
現在、大学院生が主体となって進行中の研究として、家庭医の役割についての質的・量的研究や大企業と共
同で疫学研究があります。また、米国 Case Western Reserve Univ. の Dept. of Family Medicine との共同
研究も計画しています。
　専門研修プログラムとしては、東京慈恵会医科大学第三病院、聖路加国際病院、立川相互病院、大島医療
センター、河北サテライトクリニック家庭医療学センターなどが連携施設として登録されています。
　また、2019 年 7 月には新病院が開院します。新宿新都心の真ん中の大学病院でありながら、近隣の住宅
街の住民、高層ビルのサラリーマン、ホームレス、文化的背景の異なる外国人、高級ホテル滞在の外国人な
ど雑多な患者層が来院されます。新しい病院で多様な患者さんの対応を研修できます。
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